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別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  平成３１年度（令和元年度）第３回総合教育会議 

開 催 日 時 
午前１０時４５分から 

令和２年１月２８日(火) 
午後 ０時１１分まで 

開 催 場 所  福津市役所 別館１階大ホール 

委 員 名 

(1) 出席委員 柴田教育長、藤井委員、青木委員 

半澤委員、今村委員 

所 管 課 職 員 職 氏 名 

原﨑市長、松田副市長、本夛理事兼まちづくり推進室長、榊ま

ちづくり推進室参事、榊教育部長、重冨教育部理事兼教育総務

課長、堀田文化財課長、神山学校教育課長、永松主幹兼指導主

事、藤岡指導主事兼教育指導係長、伊澤指導主事兼教育指導係

長、大峰教育施設係長、笹田総務企画係長、松本 

会

議 

議 題 

(内 容) 
「新設校について」 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開  □一部公開 

非 公 開 の 理 由   

傍 聴 者 の 数    ２ 名 

資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
 

 

そ の 他 の 必 要 事 項   
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審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 

１ 開会の宣言 

   榊参事：おはようございます。時間となりましたので、ただいまから、

平成３１年度（令和元年度）第３回福津市総合教育会議を開会

いたします。私は、本日の進行を務めます、まちづくり推進室

の榊でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の会議は、お手元にお配りしております会議次第に沿っ

て進めてまいります。 

 傍聴希望の方が２名いらっしゃいますが、御案内してもよろ

しいでしょうか。ではお願いします。 

 

２ 挨拶 
     榊：まず初めに、原﨑市長より御挨拶をお願いいたします。 

    市長：それでは、教育委員の皆様、おはようございます。 

 本日の議題は新設校についてでございます。 

 福津市は本当に児童生徒数が増え、全国の市長さんともお話

しする機会が年明けにございましたが、福津市外から見ますと

そういう元気な町、活力のある町ということで、うらやましが

られたり、そのようなお言葉をいただいたりすることがありま

す。 

私自身、市長になりまして３年でございます。これまで、常

に子ども達、また子育て世代の方々に、「福津市に住んで、良

かったな。」と思っていただけるように教育環境の整備をでき

る限りおこなってきたつもりではあります。これはソフト面、

ハード面ともにそうであります。 

現在、今年度約半年をかけまして、この新設校を含めた学校

整備の協議をしてまいりました。その結果、市の方針として、

本日お配りしている資料の中の第１案を示させていただきまし

た。このようなことにつきまして、本日協議を行いたいと思っ

ております。 

 児童生徒数が増えている学校もございますが、少子化が進ん

でいるエリアもあります。それぞれ課題は違う中で、平等に全

ての子ども達が健やかにたくましくしっかり育っていくことを

考える中で、これまでコミュニティ・スクールを先進的に取り

組んでいただきましたが、これからは小中一貫教育も推進して

いくということで、教育懇話会にそのようなことをご協議いた

だいております。 

新設校についてを議題としながら、フリートークに近い形に

なるかもしれませんが、私自身も御質問受けましたらお答えで

きるとことはお答えします。現状福津市がおかれている教育の
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内容につきまして、また新設校につきまして、忌憚のない御意

見をいただきながら、有意義な協議の場にさせていただければ

と思っております。 

 よろしくお願い申し上げます。 

   榊参事：ありがとうございました。 

 本日の協議日程です。会議次第をご覧ください。 

 現在、本市における喫緊の課題である、新設校についてを

テーマに、市長と教育委員の皆様に協議をしていただきたいと

考えております。 

 会議終了時間は午前１２時頃を目途に予定しております。 

 会議参加メンバーは、次第及び席次表のとおりでございます

ので、執行部の自己紹介は省かせていただきます。 

 事務局を含め、市執行部にはお願いですが、最初に発言され

る際に、所属部署と御名前を言ってください。 

 では、これから先の協議事項については市長の進行でお願い

いたします。 

 

３ 協議 「新設校について」 
    市長：はい。わかりました。よろしくお願いいたします。 

 今年度は第３回の総合教育会議となります。 

 平成２７年度より平成２９年度までは、福津市総合計画の施

策の検証や、福津市教育大綱の策定についての審議を行ってま

いりました。 

 平成２９年度末に策定した福津市教育大綱では、「福津を愛

し、人との関わりを大切にして、未来に向けて学び続ける人づ

くり・まちづくり」を基本理念とし、９つの基本目標を掲げて

おります。 

 この９つの基本目標について、平成２９年度の第３回から平

成３１年度第１回の会議までにおいて、１つまたは２つのテー

マを選択してこれまで協議を行ってまいりました。 

 今年度第２回の前回の会議では、『教職員の働き方改革につ

いて』をテーマに協議を行いました。 

 今年度第３回の本日の会議は、『新設校について』をテーマ

に教育委員の皆様と協議を行いたいと思っております。 

 現在、福津市では地域に偏りはありますが、人口増加に伴っ

て児童生徒数が急増している校区があり、そのことへの対応

は、市の喫緊の課題となっております。 

 義務教育の環境を整えることが市の責務であり、教育活動に

必要な教職員、教室、特別教室、備品等の確保だけでなく、子

ども達の教育にとってどのようにするのが一番よいのか、この

ことについて考える必要がございます。 

 市の方針につきましては、教育委員会定例会において、教育
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委員の皆様に説明を行っているとのことでございます。本日は

資料のみ配付しております。 

 子ども達がいきいきと学ぶための教育環境をどのように活用

し、どのように進めていくべきか、このことについて教育委員

の皆様と一緒に協議・意見交換を行ってまいります。 

 どのようなことでも結構ですので、教育委員の皆様からの御

意見をいただきたいと思っております。 

 よろしくお願いします。 

 では藤井委員さん、お願いします。 

  藤井委員：保護者として考えたときに、やはり親は、子どものいきいきと

している姿を見たいと思います。学校内の学習や部活動におい

て、我が子の成長や、地域の子ども達の輝く目を見たいと思い

ます。 

 ただ、過大規模校の場合、例えば部活動において子ども達が

活躍できる場があるのか、そういったことを考えます。やはり

一人一人が輝ける場を作ってあげたいと思います。 

 そう考えると、やはり１日でも早い新設校建設の必要性を感

じます。現在、工事中の学校もあるということで、小学校と中

学校がずっと工事で終わる子どももいると思います。令和６年

度開校には遅いぐらいという声も聞いていますので、子ども達

のために１日でも早く、新設校の計画を進めてほしいと思って

おります。 

    市長：ありがとうございました。 

 それでは、次に半澤委員さんお願いします。 

  半澤委員：まず、現状、福間小学校と福間南小学校と津屋崎小学校が過大

規模校となっています。福間小学校と福間南小学校は１，００

０人超えということです。 

運動会や体育祭を考えると、児童生徒が１，０００人いる学

校の場合、１人に対して両親が見に来ると３，０００人、おじ

いちゃんやおばあちゃんが見に来ることを考えると、その学校

内に３，０００人以上の人数が入るということで、スペース的

に厳しいと思います。 

部活動では運動場のスペースの確保が難しいと思いますし、

体育の授業でも、体育館やグラウンドのスムーズな利用は難し

くなっていると思います。例えば火災が発生した時に素早く安

全に避難ができるのか、校庭に避難をしたとして消火活動の妨

げにはならないのか、といったことも大規模校では課題として

考えられると思います。 

それ以外にもいじめや不登校の問題への対応が煩雑になると

いったことも考えられます。以前、学校訪問に行かせていただ

きましたが、過大規模になればなるほど、不登校の子どもが増

えるなど、先生と生徒の間の繋がりが希薄になっていくのでは

ないかという懸念があります。 
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 そのようなことを踏まえ、なるべく早い段階で新しい学校を

建て、適切な人数の教育環境を、福津の子ども達に用意してあ

げたいという気持ちが第一にあります。 

 令和６年度には教室数が足りなくなるということは、数字と

して出ているわけですので、教室が不足した場合に、子ども達

はどこで勉強するのか、ということを保護者の方は一番心配し

ていると思います。 

 そのためには、もう動き出さないといけない時期に入ってい

るのではないかと思います。 

    市長：はい。ありがとうございました。それでは今村委員お願いしま

す。 

  今村委員：では失礼します。 

いただいた資料に沿って話しますが、令和６年度から児童生

徒数が伸びています。そして、しばらくの間、過大規模校の状

態が続くということで、このことは緊急の課題だと思います。 

 福間南小学校の運動会を見に行きましたが、保護者を合わせ

るとものすごい数でした。保護者の立場からしてみると、やは

り何とかしてほしいと思いますし、何よりも子どもが一番犠牲

になるのではないかという気がします。保護者への負担もいく

と思います。議会でも二人の議員の方から質問が出たというこ

とで、議事録も拝見させていただきました。議員の方は住民の

代表でもありますし、そのような点から見ても住民の方も何と

かしてほしいという思いが強いと思います。 

新設校を令和６年度までに間に合わせるということを考える

と、この案の中では、竹尾緑地に新設する案が良いと思いま

す。手光地区に新設する案は時間がかかるでしょうし、早くで

きる場所として、竹尾緑地の方が良いと思います。喫緊の課題

だと思いますので、早く決める必要があると思います。 

 以上です。 

    市長：どうもありがとうございました。 

 では、青木委員お願いします。 

  青木委員：はい。私も他の教育委員の方とほぼ同じ意見なのですが、この

資料を見させていただくと、やはり手光地区に新設の場合は、

予算的なものや時間的なものが大きくかかってくるようですの

で、子ども達が増えている現状の中では、予算や時間、また郷

づくりのことを考えると竹尾緑地に新設の中学校という案が良

いと思います。一年でも早く今の過大規模校を解消するための

方策を急ぐ必要があるのかなと思います。 

    市長：ありがとうございます。 

 半澤委員と今村委員から運動会についておっしゃっていただ

きました。現在運動会は、年に１回の一大イベントでございま

す。今年、福間南小学校と福間小学校の運動会を見に行きまし

た。福間小学校についてはテントを禁止して、保護者は校舎か
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ら見ていました。それはやはり約１，１００人の児童数に対し

て運動場が狭いことが理由です。福間南小学校はもう既に１，

３００人になっており、テントを並べることは許可されており

ましたが、テントがとても多く、大きなイベントをやっている

ような感じでした。今後福間南小学校はさらに運動場が狭くな

ります。 

 現段階の福間小学校の児童数は１，１００人、何もしないと

令和１０年には１，８００人になります。福間南小学校は今後

１，６００人を超えます。 

今回新設校を、可能な限りスピード感をもち、なおかつお金

がかからない方向で、市の方針を示しております。私の認識の

中で、これが苦肉の策でもあるというのは、中学校を竹尾緑地

に新設し５－４制にする場合であっても、福間小学校はピーク

時に、今よりも４００人多い１，５００人台になります。福間

南小学校もピーク時は１，４００人台になります。過大規模校

の状態が１日でも早く、また現状より悪化しない方向でという

ことで、この竹尾緑地に新設中学校の案がありますが、これに

は５－４制もセットになっております。このあと５－４制につ

いても教育委員の皆様の御意見をいただきたいと思います。 

５人の議員の方より１２月議会で質問をされました。私も市

長として、議会の場でも答弁しております。「今後児童生徒数

が１，８００人に近い学校が市内に３校できます。また津屋崎

中学校区でも児童生徒数が増えております。１，８００人の学

校というのは全国には無いわけですので、そのような学校はあ

り得ません。あり得ないので、新設校を建てることは御理解い

ただきたいと思います。」と、１２月の議会の場でも答弁させ

ていただき、その後、この案を策定いたしました。 

 本当に１００％のベストなものはないという中で、特にこの

１案を示させていただきました。１案の場合であっても、今既

に福間小学校が大変な状況ですので、１，５００人になった場

合どのようにしたら良いのかということも考えています。令和

６年になりますと、現在整備を進めている福間小学校、またこ

れから工事が始まる福間中学校の教室がもう足りなくなりま

す。足りなくなるので新設校を建てる必要があるということな

のですが、新設校を建てても、どの学校も今以上に児童生徒数

が増えてしまいます。これから１０年が経過しても、子どもの

数が減少するのではなく、約１５年は児童生徒数が増え続け、

ピークの後も、児童生徒数がすとんと落ちるわけではなく緩や

かに減少します。 

 従いまして、今後新しい中学校が１校だけで足り得るのか、

といったことや、中学校を新設した場合のその後の対応につい

てなど、皆様からご意見をいただきたいと思っております。新

設校を竹尾緑地に配置したとしても、この児童生徒数増加の中
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で、どのようにして一人一人が輝ける教育を受け、育っていく

か、ご意見をいただきたいと思っております。 

 ５－４制についてでもよろしいのですが、今私が言ったとこ

ろも踏まえて、感想等いただければと思います。 

  青木委員：この人口増加は、去年や一昨年に始まったことではなくて、こ

のような状況になることは、もっと早くから想像もできていた

と思いますので、何年も前からこのような協議をしていた方が

良かったとは思います。 

現在、とにかく急ぐ必要があるということと、小学校は新設

せずに中学校を新設するということでこの１案になったのかな

と思います。５－４制を導入している他の自治体のモデル校の

視察にも行ってこられたりして、その話も聞きました。６年生

が中学校で授業を受けるということで、教室不足についても少

しは解消できる案だと思います。 

 とにかく早く新設校を建てていただきたいと思います。小学

校については、しばらくはずっと児童数が多い状態が続きます

ので、もしかしたら何年か後に、今度は小学校を建てる必要が

ある状況にもなるかもしれないとは思いますが、現状できるこ

とは、少しでも早く中学校を１校新設することだと思います。 

    市長：勝浦小学校や上西郷小学校は少し違うのですが、福津市の今後

の児童数は増加します。そうなりますと校舎の増築が必要にな

ります。増築をすると、運動場はまた狭くなります。令和６年

には、現実的に何もしないと教室が足りなくなります。そのよ

うな中で、５－４制であったら、最大限そのメリットを生かし

て、児童の交流や教職員の交流をするということです。例え

ば、中学校の教員が小学校に音楽の授業を教えに行ったり、小

学校の教員が中学生の授業のサポートに入ったりすることが考

えられます。ただ児童については、６年生は中学校に行き、そ

こで学校生活を過ごします。既に５－４制を取り入れられてい

る京都市の学校に、教育長も含めて教育委員会で視察に行かれ

ておりますので、５－４制を生かした取組についてもお聞きし

たいと思います。 

 今回の１案で新設校を建てたとしても、福間小学校の児童数

は増えますので、この狭い運動場についても同時に対応し、考

えていく必要があります。緩和はされるのですが、児童数は増

えていきます。 

小学校については、毎日、朝から夕方にかけて、休み時間は

いつでも運動場に出て遊びまわれることが理想です。そのこと

が、現在福間南小学校の場合はできていません。 

 それから中学校の場合、福間中学校と津屋崎中学校と福間東

中学校の運動場は、平均で４ヘクタールあります。野球部や、

ソフトボール部、サッカー部、陸上部、テニス部もある中で、

全力で部活動を行うためには、最低２ヘクタールは必要だと思
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います。 

本日お配りした案について、教育委員の皆様はどのように考

えられているかお聞きしたいと思います。それぞれ小学校と中

学校は、今後とも児童生徒数が伸びていきますので、それにつ

いての対応や、どのようなことが考えられるか、そういう御所

見なり意見を伺えればと思います。 

  今村委員：５－４制について、ということでしたが、５－４制と学校新設

は切り離して考えないと難しいと思います。一番良い方法とし

ては、小学校と中学校を１校ずつ建てることだと思うのです

が、なかなか用地の買収や広さの関係などで難しいところがあ

ると思います。 

 この資料を見ると、福間中学校は令和１３年度に１，８００

人以上になります。ということは１学年６００人以上の生徒と

いうことで、１５クラス以上ということになります。 

 かつて古賀中学校が、それぐらいなったことがあると思うの

ですが、１学年１５クラスというのは異常なクラス数だと思い

ます。二つの小学校から来ることになるので、まずは中学校を

建てるということが一番大事だと思います。 

 可能であれば、福間小学校と福間南小学校からそれぞれ半数

の児童が通う、新しい小学校を１校新設する方が良いと思うの

ですが、それはまた用地の問題などがあると思います。 

 従いまして、中学校をまず１校新設していただきたいと思い

ます。そして、そうした中で５－４制を導入して、６年生だけ

を移動させるという考えもでてくるので、２番目の考え方だと

思います。 

 最初はまず用地のことを考えて中学校を建てる。中学校だけ

の場合は、用地はそんなに広くなくても良いと思います。手光

地区の方がフラットで整地はしやすいとは思いますが、中学校

をまず解消するということが第一だと思います。 

 以上です。 

    市長：どうもありがとうございます。 

  半澤委員：私は、最初に５－４制について聞いたとき、そんな手があるの

かと、とても驚きました。 

 小学１年生から６年生までは小学校に行き、中学１年生から

３年生までが中学校に行くというのが普通ですので、私はその

ようにしか考えていませんでした。現在、小学校も中学校も足

りない状況ですので、どちらも建てないと解決しない問題なの

だろうと考えていました。 

しかしこの１案は、竹尾緑地に中学校を１校新設して、さら

に５－４制を導入することで、小学校の人数も６年生の分を減

らせて、中学校の人数ももちろん半分になり、しかも校区の再

編もする必要がないということです。福間小学校で勉強した子

どもたちは福間中学校に行き、福間南小学校で勉強した子ども
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たちは新しい中学校に行くということで、とても分かりやすい

なという印象を受けました。このような画期的な方法があった

のか、福津市はこのように打って出る形で進めていくのかと、

わくわくした印象を、最初に説明を聞いたときに受けました。 

福津市全体が５－４制になるわけではないということでした

ので、５－４制を導入していない校区から御意見が出たり、入

学式や全体の行事の時は移動などが発生して大変であったり、

懸念事項もあるとは思うのですが、１校しか建てなくてよいと

いうことで、費用も抑えられ、現状を早く回避できるというこ

とを考えれば、とてもプラス面が多い案を出してこられたな、

という第一印象を受けました。 

    市長：はい。ありがとうございます。藤井委員はいかがでしょうか。 

  藤井委員：私もこの１案が一番良いと思います。小学校ももちろん規模は

大きくなっていきますが、やはりこのグラフを見るとこのまま

では中学校がとても莫大なクラス数になってしまうので、まず

は中学校を新設しないといけないと考えています。 

 そして、５－４制を導入し、小学校６年生が中学校で学習す

ることによって、自分の近い未来像がイメージでき、早く中学

生になりたいという意識が芽生えると思います。中１ギャップ

の緩和に繋がると思うので、５－４制を取り入れた方が良いと

思いました。 

 先ほど、運動場の話が出ていましたが、もし学校を新設する

としたら、大きめの多目的グラウンドや温水プールなどをつ

くっていただきたいと思います。そして、そのような場所は、

ぜひその新設校の生徒だけではなく、他の学校の児童生徒や、

さらには市民も使えるようにしていただけると、今後いろいろ

な活用ができると思います。現在福津市は『住みやすいまち』

と言われておりますので、そのような学校の学習環境なども整

えてほしいと思います。 

 以上です。 

    市長：はい。ありがとうございます。 

 学習環境の整備というのは、本当に重要です。来年は特別支

援教室も増えますので、特別支援教育支援員の方やスクール

ソーシャルワーカーの方などをさらに配置するために、予算の

増額の議案を今年度の３月議会に上程します。またＩＣＴ教育

の環境整備等もあります。 

今お聞きしていると、まずはとにかく中学校を新設してほし

いということですね。学年は３学年しかないのですが、１学年

だけで６００人となると、全体で１，８００人になります。 

 従いまして、まず中学校は必ず必要だということですね。今

のところ、１案ではその後、小学校を新設するということは想

定していません。財政のことも考える必要があるからです。中

学校を新設し、５－４制を導入することで、小学校の児童数の
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増加を少しでも緩和できるという考えであります。 

 委員の皆様から一通り御意見を賜りましたので、次に、本日

お配りしておりますこの資料についてもご意見をお伺いしたい

と思います。 

 皆様ご存じかもしれないのですが、竹尾緑地はもともと環境

を生かした福津市の市民に開かれた公園です。従いまして、

様々な厳しい御意見もございます。竹尾緑地が都市公園に決定

されたのも、６年前の話であり、そんなに昔の話ではありませ

ん。 

 中学校を新設する場合は、費用を最小限に抑える必要があり

ます。中学校には部活動があります。福間中学校にしても福間

東中学校にしても津屋崎中学校にしても運動場の面積は広いで

す。福間東中学校ができる昭和５３年に、前の前の市長の池浦

さんは、当時、該当業務に関わっておられたので話をお聞きし

たのですが、運動場の確保がとにかく大変だったということで

した。「本当は学校に隣接した、このミカン畑の場所を運動場

にする方が良く、一坪あたりの土地の金額も安かったんだけれ

ども、なかなか当時の状況とは合わず、運動場が離れた場所に

なったんだよ。」とおっしゃっていました。 

都会の場合は、運動場が狭くどのように運営しているのだろ

うと思うときもあるのですが、福津市の場合、自然に恵まれて

いるということも魅力であります。 

新設校をつくる場合、新しい校区の生徒が強制的にその中学

校に通うことになります。 

 福間中学校と福間東中学校と津屋崎中学校の空撮の写真を見

ると、校舎並びに体育館がある場所以外はほぼ運動場です。校

舎と運動場の比率が、１：３並びに１：４ぐらいになっていま

す。 

今回配られた資料で分かる通り、現在の案ではこのような形

になっています。自然が残っていますので、自然に配慮した新

設校の設置となっています。 

 既存の３中学校がある中で、新しい中学校をつくるというこ

とは、勉強と部活がどちらもしっかりとできるように、ハード

面の整備などをしなければいけないと思います。こちらは私の

方が用意させた資料ですが、この１から４までのレイアウト案

を改めて見ていただきたいと思います。想定される運動場の案

も載っています。新設校だからこそ、子ども達が伸び伸びたく

ましく輝くことができる施設にする必要があります。 

 教育委員の皆様は、この資料をもしかしたら初めて見られた

かもしれません。自然は残っていますが、運動場の面積があま

りない、というところもありますので、部活動等も想定しなが

らこの案を見られて率直にどう思われるか、お聞かせ願います

でしょうか。 
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  青木委員：私は、このレイアウト案の中では４案が良いかなと思います。

もし将来的に子ども達が減少し、校舎を使わなくなったとき

に、このように分かれている建物のほうが、様々なことに活用

できるのではないかと思います。レイアウトの１から３までの

案は、今まである学校の形式だと思います。将来的な活用のこ

とを考えないとしても、このレイアウトの４案の学校の方が、

『新しい学校』というイメージが出てくると思います。 

    市長：自然に配慮しているので、それぞれ違う配置のレイアウトに

なっています。２０年後や３０年後に児童生徒は減ると思いま

すが、学校を新設するということなので、廃校にするというこ

とはあり得ません。あり得ないので、どの場所に学校をつくる

か、ということが非常に重要になってきます。 

 私がお聞きしたいのは、運動場についてです。現在の３中学

校は校舎以外ほとんど運動場になっています。 

５－４制の中学校を新設した場合、６年生も収容できる教室

数並びに床面積でつくることになります。確実に１，０００人

規模の４学年がここで生活します。運動場だけの話ではないの

ですが、運動場の確保についてはどのように思われますか。 

  今村委員：このレイアウトの１案は従来型の校舎と体育館と運動場です

ね。２案は、校舎と体育館が隣接しています。３案は校舎が２

つに分かれており、繋がっていますが体育館が横にあります。

青木委員が支持されたこの４案については、ユニークな形で、

真ん中に校舎があり、その周りをまた校舎が囲んでいます。こ

れは恐らく職員室だと思うのですが、１階建てと２階建てに分

かれています。 

市長は運動場のことを言われておりましたが、どの案も２０

０ｍのトラックがありますので、運動場としては確保できてい

ると思います。部活動については、まだ分からないところもあ

るのですが、教育活動には差しさわりはないということです。 

敷地としては少し狭く、他の学校に比べたら、運動場の割合

が少ないというのは事実だと思います。例えば福間東中学校は

ものすごく用地が広く、運動場も広くあります。しかし、それ

は、当時それだけの用地を買収するだけの土地と費用があった

ということで、今回の場合はある程度やむを得ないのではない

かなと思います。部活のことは、別に考える必要があります

が、教育活動がしっかりと行えれば良いと、私は思います。か

えって自然が周りにあってユニークな学校ができるかなという

気はします。 

また、福津市の南部の方には中学校はありません。今後の発

展を考えた場合、イオンモールの向こう側の土地が今後どうな

るかまだわかりませんが、調整地になっている場所もあるよう

ですので、そういう点で考えたら、この場所とこの規模でも良

いのではないかなという気はします。 
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    市長：そうですね。部活のことは置いておいて、体育の授業等の学校

教育は、２００メートルトラックで賄えるということですね。 

  今村委員：普通の教育活動を行うことができれば、私はそれで良いと思い

ます。早く過大規模校を解消するということの方が、緊急の課

題かなと思います。 

  青木委員：運動場の場所は、レイアウトの１案から４案までほぼ同じ場所

ですよね。ここは平地なので、運動場にするには一番工事費が

安く抑えられるということで、このようになっているのだと思

います。 

将来的に運動場がやはり狭いなということになったら、どち

らかサイドの山を削って広げるということはできるだろうと思

います。 

やはり校舎の建設を早く行うということに重きをおいてほし

いと思います。 

    市長：そうですね。もちろん造成費などはかかってきますが、山を削

れば、運動場を広くすることは可能です。 

 運動場が狭いのではないかという印象をもたれるのではない

かと予想していました。もちろん新しい学校ですので、これか

ら保護者へ説明を行うことになります。部活動も含めての中学

校だったりするので、どれぐらい運動場が確保されるのかとい

うことも協議しながら進めていかなければいけません。新設し

た後に、要望があれば運動場を広げる。それとも新設する前に

運動場を確保することを考えて、総事業費を見直す。というこ

とはすごく重要なことであります。山を切るのは本当に大変な

お金がかかります。 

今村委員と青木委員のご意見としては、まずは、とにかく学

校をつくるということですね。 

学校ができると、この校区の子ども達はここに行ってくださ

い、となるわけですので、私としては、中学校だからどうして

も運動場のことは気にならざるを得ないところがございます。

ここに新設する場合、今まで福間中学校に行っていた子ども

が、行くことになります。教室に余裕はでき、新しい学校に

なったとしても、野球部の子どもは、どこで野球をすれば良い

のか、ということになるといけないと思います。 

  今村委員：このレイアウトを見ると、例えばテニスコートはないですね。

もちろん最初からテニスコートがある学校はあまりないとは思

いますが、いわゆる陸上や野球以外の体育会系の部活は確かに

難しいと思います。体育館はあるので、バスケットボールやバ

レーボールあたりはできるとは思いますが、ある程度部活動が

制限されるのは、仕方がない部分もあるとは思います。 

 さっきも言いましたように、教育課程に沿った、日常の教育

活動ができれば良いと思います。ただ保護者からすると、何で

この部活がないのか、といった意見が出る可能性があるとは思
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います。体育会系ばかりではなく、文科系の部活動を増やし

て、校舎内でできる文化活動を盛んにすることも、ユニークで

良いのかもしれません。 

    市長：そうですね。そのような考えも分かりますが、子ども達は余り

条件づけをされることなく輝かなければいけないと思います。

勉強のために学校に行っている子どももいれば、部活のために

学校に行っている子どももいると思います。 

 中学校を１校新設して、５－４制を導入するということで、

画期的で、そういうやり方があったかと思われたということで

すが、５－４制という新しい仕組みが導入されます。コミュニ

ティ・スクールや、小中一貫教育などについては、事務局から

定例教育委員会でもお話をされているかもしれませんので、皆

さんのほうが多分御存じだと思います。よろしければ、残りの

時間でご意見をいただきたいと思います。 

 今既に、福間小学校と福間南小学校には多くの児童がいま

す。だから早く、過大規模校解消に向けて取り組む必要があり

ます。早く取り組むのですが、やはり児童数は増えていきま

す。主に運動場について話をしてきましたが、５―４制を導入

した場合、子ども達は学校生活をどうやって伸び伸びと過ごし

ていけるのだろうかと思います。今既に伸び伸びできておら

ず、子ども達には我慢してもらっています。この子ども達が我

慢し続ける状況は、竹尾緑地に中学校を新設しても続いていき

ます。 

これから、児童生徒数は増えていきますので、運動場につい

てだけではなく、現状を改善していくためにどうすれば良いの

か、感想等も含めていただきたいと思います。今の案でいくし

かないのではないかという意見や、やっぱり運動場用地を確保

する必要があるといった意見があると思いますので、そのよう

なことを述べていただければと思います。 

  今村委員：今市長が言われたこともよく分かります。一番良いのは、小学

校と中学校を別々に新設することだと思います。しかし、それ

は用地の問題などがあるので、実際にはなかなかできないと思

います。 

この過大規模の現状は、市長が言われるようにずっと続くと

思います。そうすると、一番良いのは、中学校を竹尾緑地に新

設するとしたら、小学校は福間南小学校と福間小学校の児童が

半分ずつ通えるようなところに新設することだと思います。し

かし、それはなかなか難しいというか、できないものだと思っ

ています。 

 これから３０年はこの問題が続くと思います。早く解消して

あげないといけないと思います。 

    市長：理想は、そうですよね。多くても児童生徒数が、１，２００人

ぐらいの学校が良いと思います。 
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 私自身、市長になった時に、１，５００人規模の小学校や中

学校が３校か４校はできるのだろうなと覚悟していました。

１，５００人規模の学校の場合は、増設を行うことや、運動場

を他にもどこか確保するなどの対応も考えていました。子ども

の数が１，８００人の学校は、全国に１校もありません。従い

まして、平成３０年１２月に通学区域審議会を開いていただ

き、小中一貫型の学校新設をぜひ進めていただきたい。並びに

できるだけ校区割変更がない形でつくるのがベストである、と

いう答申をいただいております。 

福津市はコミュニティ・スクールという横のつながりを進め

てきました。宗像市は小中一貫教育を先進的に進めてきまし

た。福津市もこの縦のつながりの小中一貫教育を取り入れてい

くということです。同じ宗像地区で教職員の異動もありますの

で、宗像市のほうにも、福津市を参考にコミュニティ・スクー

ルを学んでいただきたいと思います。教育委員の皆様は、ク

リーンな立場でもあられますので、小学校についてどのように

思われるか、御意見があったらお聞きしたいと思っていまし

た。 

 このような時期になっておりまして、このことが常に頭から

離れないこの数カ月を送っております。悩んでいるわけではな

く、日を経れば経るほど、また私だけで決められる問題でもな

いので、庁内の経営陣と話し合わなければいけないと思ってい

ます。その中でも市が進めたいと思っている案を一つ決めま

す。議会の皆様、市民の皆様、いろいろな関係団体の皆様、保

護者の皆様、郷づくりの皆様にも、１案を示しておりますが、

それについての懸念事項や、やはり他の施策もいるのではない

か、いるとしたらセットで考えないといけないのではないか、

そういう意見が出ることが重要だと思って方針を示させていた

だいたところでございます。 

私が市長になってから今まで３年間、増築で進めてきまし

た。常に後追いで遅いのではないかと言われており、この学校

新設に関して結局後追いじゃないかとなりたくありません。 

 時間がないということを考える必要はありますが、本当にこ

こに新設する必要があるという確信が必要だと考えています。

新設した後に次から次に質問がきて、そこまでなるとまた学校

が必要になってまいりますかね、とはなりたくない、というの

があります。この辺のところが勘所といいますか、大変なとこ

ろであると思っております。 

 最後に視察にも行かれて、決して例は多くないけども、既に

５―４制も取り組んでいるところも見てこられました教育長に

も、どういう５―４制が考えられるのか、どういう効果が期待

できるのか、また課題は何かというところなども踏まえなが

ら、それから今まで協議してきたところも踏まえながら、ご感
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想とご教授をいただければと思います。 

 柴田教育長：教育委員の皆様のご意見をお聞きしますと、過大規模校の解消

に向けて手を打つ必要があるということは、皆様共通したもの

だと思います。 

 完全に解消するためには、小学校を２校、中学校を１校新設

する必要があります。そうすることで、国が示す適正規模の教

育環境を整えることになります。しかし、財政の問題や土地の

問題があります。全てを包括的に考えて、教育委員会として

は、中学校を１校新設して５－４制を導入することで、活路を

見出すということです。 

本市の教育は、中学校を中心とした、小学校と中学校が一体

となったコミュニティ・スクールを推進しています。学識経験

者、学校の先生、保護者の代表、行政の代表、地域の代表と、

５つの分野から代表者が入り、学校運営協議会を組織して、教

育内容の協議をしています。言い換えれば、学校と地域と家庭

と行政が一体となって、子ども達を育てていく横の繋がりを進

めています。 

 今言われているのは、９年間を見通して子どもを育てるとい

うことです。そのためには、小学校と中学校のスムーズな接続

にも手を打つ必要があります。５－４制の導入はそのことにつ

いて、活路を生み出すことができるということです。 

 福岡県で５－４制を導入している自治体はありません。 

 京都市では、御池中学校という学校が５－４制を導入してお

ります。平成１２年ぐらいから導入しておりますので、既に２

０年近く５－４制に取り組んでおります。視察に行き、話を聞

いてきたのですが、それなりの成果が上がっているということ

でした。 

 私としては、それぞれの中学校区を単位として、コミュニ

ティ・スクールの活性化と、スムーズな小学校と中学校の接続

を進めていただきたいと考えています。 

 そのためには、やはり郷づくりとの連携等も生かしていきた

いと考えています。従いまして、できるだけ校区の再編は避け

たいということです。 

 そして、できるならば一小一中、あるいは二小一中ぐらいの

つながりで進めていきたいと考えています。 

 そう考えると、竹尾緑地に新設校を建てるということになる

と一小一中になります。福間中学校に関しても一小一中です。

津屋崎中学校は二小一中です。福間東中学校は三小一中になる

のですが、それぞれの中学校区で、特色化を出しながら学校を

経営していただきたいと考えています。 

 竹尾緑地に新設校をつくるということになると、これだけ住

宅が密集した地域の中で、日々生の自然に触れられるような学

校生活をおくれるというのは、福岡県で珍しいと思います。津
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屋崎中学校区であれば、津屋崎千軒や、あるいは水産高校、あ

るいは勝浦小学校に長く続いている伝統行事など、非常に地域

と密接した、子どもの心を育てるような教育もできます。福間

東中学校区であれば、上西郷小学校の英語特区にしたり、ある

いはＩＣＴ機器を活用して、遠隔な小中一貫の授業を行った

り、グローバル化に目を向けた特色ある中学校区として進めて

ほしいと思います。 

それぞれの中学校区で、地域のひと・もの・ことを生かした

特色ある学校経営を行い、またコミュニティ・スクールの良さ

を生かしながら、小学校と中学校のスムーズな接続ができるよ

うな教育をしてほしいと思っているところです。 

新設の中学校ができれば、そのように取り組んでいければと

考えております。 

    市長：新設校を複数建てるのは難しいと思いますが、本当に過大規模

校が解消される児童数になると良いなと思います。 

毎回総合教育会議では、副市長からも感想をいただいており

ます。本日の総合教育会議の感想並びにご意見をお願いしま

す。 

   副市長：教育委員の皆様方のご意見と貴重なご助言をいただきありがと

うございました。 

 今の福津の子ども達を取り巻く教育施設の環境は危機的な状

況です。本当に一日も早くこの状況を解決しなければいけない

ということは、全市民の皆様にも御理解していただいていると

思います。様々な制約条件の中で、私達はこの危機的なピンチ

をどうチャンスに変えてくのかという発想に立ったときに、今

回、教育部の方は、いろいろな方の御意見を聞きながら提案を

してくれたと思っています。ピンチがチャンスに変わったとこ

ろがたくさんありまして、これからの未来に向けて、ポジティ

ブなところをどう生かしていくのか、一致団結することが大事

だと思います。 

 小中一貫の９年間を見通した教育を、文部科学省も現在進め

ております。身体的にも発達の状況が昔と今の子ども達は違っ

ていますので、５―４制の方が理にかなっているという化学的

なデータもございます。 

それから、この小中一貫教育の取り組みをするためには、や

はり地域の協力、それから先生方の協力がないとうまくいかな

いと思います。その点に関しては本当に福津市は恵まれていま

す。これまでもたくさんの地域の方々が学校の運営に協力して

いただいていますので、その力を生かして、他のどの地域より

もこの小中一貫５―４制を成功させる力があると思っていま

す。 

 また、緑の中で子どもたちが学ぶということなのですが、確

かにこれだけの生物多様性の豊かな場所で、人が活動するとい
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うことは一見環境に対して負荷がかかると、御心配される方も

多いと思います。しかし一方で、環境保全というのは、ただ

放っておいて保全できるものではありません。人が関わって活

用することによって保全していくという考え方が、今は主流に

なってきていますので、たくさんの人がこのエリアの環境保全

に関われる機会が増えると考えています。そのような生物多様

性を学校生活の中で学ぶ子ども達というのは、大人になって

も、環境保全に対して、力を発揮してくれる人材が育つのでは

ないかと、大変期待をしております。 

    市長：はい。ありがとうございました。 

 終了の時刻が近づいておりますが、最後に教育委員の皆様か

らもお願いいたします。 

  青木委員：私達は建物のことや、土地のこと、まして財政のことは、素人

なので専門の方にお任せするのですが、この件をどう進めてい

くかは、市長さんのお心持ちで変わってくると思いますので、

良い決断を早くしていただきたいと思います。 

  今村委員：６月の議会には、ある程度結論は出さなければいけないと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  半澤委員：いろいろな問題もあるかと思いますが、福津の子ども達のため

に、１年でも早く教室の整備等ができればと思いますので、大

変だと思いますが、よろしくお願いします。 

  藤井委員：私はやはり子どもたちのために、今の子どもたちが生き生きと

する場を早くつくってあげたいと思います。福津の未来のため

に、一日も早く進めてほしいと思います。 

    市長：わかりました。 

 児童数が増える中で、私もずっとそのつもりで進めていたの

ですが、なかなかじくじたるものがあったのは、特別支援教育

の児童が増えるのでその支援を行ったり、また待機児童に対応

するために保育所をつくっても、どうしても後追いで整備して

いるようになったりすることです。『子育てしやすいまち』と

いうように本当は掲げたい思いもあるのですが、どうしてもど

ちらかというと後追いで整備しているような感じになります。 

 学校は４０年以上使用することになります。福間南小学校と

神興東小学校と福間東中学校ができたのは、もう４０年から４

５年前の話です。当時は福間町と津屋崎町を足しても人口４万

人にもならない町でした。 

 後２、３年後には福津市の人口は７万人を超えると思いま

す。その中で、本当に新設して良かったと、いろいろな方に感

謝され、また児童生徒が輝き続ける学校にしたいと思います。

新しい学校ですから、５０年、そして１００年経ってもしっか

り続いていける、そういう学校をつくるべきだと考えておりま

す。広いまちづくりの観点から、またこれからのまちづくりの

観点から、お金がかかっても必ず新設校は実現させなければい
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けないと、そのように思っておるところでございます。 

 本日は本当に貴重なお話し等ありがとうございました。 

 

４ 閉会の宣言 
     榊：それでは、以上をもちまして、平成３１年度（令和元年度）第

３回総合教育会議を終了させていただきます。次回は来年度の

実施になります。日程等決まりましたら、改めて御連絡いたし

ますので、よろしくお願いいたします。本日もさまざまな御意

見をいただきありがとうございました。これにて終わりたいと

思います。どうもありがとうございました。 

 


